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研究内容 
［１］人工視覚システムのための低消費電力システ

ムの開発 
本研究で検討している人工視覚システムは、外

部の映像を変換し、直接脳の視覚野を電気刺激し
て光覚の集合を発生させ、視覚を認知させるよう
なシステムである。視覚を失う要因としては様々
な原因が考えられるが、視覚野刺激型の人工視覚
システムは網膜、視神経が損傷していても、視覚
を復元できる可能性があり、期待されているシス
テムである。しかしながら、本システムはカメラ
から取得する外部映像を刺激データに変換する
ための方法を検討しなければならないことはも
ちろんのこと、本システムを可能な限り低消費電
力で動作させなければ、システムの稼働によりシ
ステム自体が温度上昇を招き、人体に対して悪影
響を及ぼすために使用できない可能性もでてき
てしまう。また、ある程度高速に動作させなけれ
ば、他の感覚との時間のずれを生成してしまう。
したがって、高速に動作させつつ、同時に消費電
力も小さいシステムが望まれる。本課題に対して、
当研究室では、体内体外間で必要となるデータの
転送を、刺激データの特徴を利用した符号化を行
うことで、データを圧縮し、データを高速に低電
力で転送するための研究を進めている。これまで
の研究で、データ量を 75%圧縮できることを確認
している。 

               
 

 
［２］Spiking Neural Network を用いた低電力シス
テムの開発 
ニューラルネットワークによる機械学習システ

ムは様々な応用に対して大きな成果を上げている。
しかしながら、ニューラルネットワークの計算は大
規模な積和演算を繰り返すことで行われるため、電
力の効率化においては改善の余地がある。 

 
研究室では、従来型の人工ニューラルネットワー

クではなく、脳の模倣度が高い Spiking Neural 
Network のモデルを用いることで、低電力の AI シ
ステムを開発することを目指している。Spiking 
Neural Network の性質を解析するために、GPU を用
いた高速シミュレーション手法を検討している。ま
た、演算の工夫による低演算量化から、低消費電力
システムを実現するための検討を進めている。 
 

 
 
［３］プロセッサシステムの性能解析手法の開発 
プロセッサシステムは、その機能・性能の向上と

とともに、そのアーキテクチャが複雑さを増してお
り、詳細なアーキテクチャの動作からソフトウェア
を実行する際の性能解析を行うことが難しくなって
きている。本研究では、近年のプロセッサに搭載さ
れている性能カウンタを用いて、ソフトウェアの性
能をモデル化することを提案する。性能カウンタは
シミュレーションの繰り返しにより、その値を取得
する必要があり、できるだけ少ないシミュレーショ
ン回数でモデル化を行うための方法を提案し、従来
よりも少ないカウンタ数でプロセッサをモデル化し、
同程度の性能が解析できることを示した[3]。 
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